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喩出ならびに國内蹴逡において7商晶贋格に勤してその包装費の占め

る割合は個襲別畢均8℃であり，その年額は瞭出外笙だけについても

優に200鯛嘩し・e「e研scのs9性カミ職されつつあるentt：

1ま個装，内装，外襲の3種があつで，それぞれに商・経濟畢的に京た

コ：學的に緊慧に研究Lなけれぽならない問題が山稜している．本文が

包裟工學についていささかても啓藻に資するところがあれば幸である．

「

1rコ

A．腰出包装の重要性

　從來から包襲問題に蘭しては，とかく商品に掛する從

踊的存在として輕覗され，．．各商品に共通する重要聞題で

あ．りながら，．官聴および業界から賃鯛に販上げられなか

つた．そのため包装に關する綜合的研究機關．もなく，そ

れに關する有盆な書籍も出版されず．したがつて包髪關

係業者は各方面からの分散的な知識と脛瞼からくる「勘」

とによつてのみ，この仕事にたずさわつてきた．そのた

め職前からわが闘の轍出包装の貧弱なことは，諸外函に

おける定評であつた．これらのことは包装の輕濟的償値

に注意しない結果であつて，國内融の面においても包

襲の不備による事故は年々屠加の傾向を示している．

　鐵濫蚕寮事務局は第1種荷物の事故件数を調査し，こ

れに封する包髪不鯖の事故件敷の割．含を第1表のように

　　　　　　　　第　　1　　表
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の不潰のため無意味な損審をこうむつていることである

一臓出について見ると艇省包難貨課は貿易再開

以來本年月までのクレーム繕件凱二gm6．包装不備が

原因であつたクレームの害拾を第壊のように獲表して

いる．この表によるとクレ」ムの33％が包襲の不備に

よることになつている．
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　これらの損害は金額的にも莫大なものとなるのであつ

て，商品を保護し損害から救5方法は直撲的には包髪以

外にはない・・このよ5に包髪の纒濟的債値は充分認識で

きるものであるが，さらに包装の纒濟的贋値を知る方法

として！包嫉が潮麟（F・O・B・）におし・て占める

割含を見れば次のよ5になる．すなわち前記包難貨課

の8月末の調査によると，その割．含は商品の種類によつ

て10％以下のものから，多いのは30％以上のものも

あり，非常に差異があるが算徳卒均して8．5％になる．

これに個包費をふくめると大睦10％以上と推定される．．．

v

獲表している．これから推定されることは，國内取引に

おいて生窟から漕費にいたる課程に，彪大な商品が包髪

　　26．
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ン　そこで25鞭の灘灘額を6鰹’セとすれば泡
　　　　装費が占める割合は6千萬ドルとなり・邦便で216億圓

曽　　　となる．これは箪に鹸出の面から見た歎字であるが，翰

　　　　入においても物品が，かならず継∫保管，郵給¢！脛路

　　　　を輕ることを考えると，自ら包装の占める地位は明かに

　　　　なろう．　　1

B・鯨串コストの節滅と包装

　　　　　輕濟9原則の提示や爲替の一・一本v”トの設定などの施

　　　　策は，’要するに生産也ストを節減し，－L・・方においては輸

　　　　出クレeムを防止して輸出を振興させるヒとにあつた・

　　　　物質資源にとぼしいわボ國の輸出振興のための最善の方

　　　　法は，以上の二つの問題の成否が決定的な影響をもつも

　　　　めである．生琵コスト，すなわち，輸出コストの引下げ

’1　　は，各商品の場合と同様に輸出包装に、とつても・きわめ

　　　　て重要な課題であり，しかも包装あ面からの影響は他の

　　　　面の影響より大きいといつても過言ではない．

　　　　　なぜならぼ包装は常に商品コストの一部を形威してお

　　　　り，直接に轍邊と蓮結し，動的な流通輕濟の面からの改

　　　　善の鯨地を多くもつているからである．ここに注意しな

　　　　ければならないことは，コストの引下げは箪に包装のた

　　　　あに使用する資材や費用を措しむことではなくて，鹸出

　　　　包装の特質からくるデリケートな贋値と効用を，輸出『

　　　　スト引下げに活用しようとするものである．参なわちそ

　　　　れは静的な鍬策ではなくて，動的流通輕濟における問題

　　　　なゐである．　　　　　　　　　　、

　　　　　それは貿易の方式がE（）・　B・（Free　on　Board）から

　　　　C．1．F・（Cost，　Insuranc　e＆Freight）取引へ移行した

　　　　現段階において，貿易業者にとつて重要な研究課題とな

1’@　　るものである．一例を學げると名古屋における93ピー

’　　　スのディナe－・’セットの輸出は，現在ダブルカPトγボγ

　　　　クスを使用しているが，昨年までは木箱を用いていた，

　　　　その當時一輸出業者は亥のよ5なことを話してV｝た一

x　　　　「ボ箱では奢積6・5才（1才＝＝　1立方尺）包装費に約

　　　　1，000圓である．これをダブルカートyにすると容積は
ノ

　　　　3．8才，包装費は1，300圓となる．包装費の面から見れ

　　　　ばかトシ施クスは，その船賃が＝ユ・“ヨー殖で約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
愚・ D灘曹幣蟻鵠雛難ll写議憂
　　　　る．」これなどは包装費を惜しむという静的封策から，一

　　　　渉前蓮した研究とい5べきである．

’　　　　このよ5な研究や方法はアメリカにおいては，さらに

　　　　推し進めら幽ている．．すなわち一つの機械また妹器具を

　・　製造する場合，すでにその商品膚燈の設計の時に，パッ，

　　　　！ヵ一（packer）を滲劃きせて充分にその意見をきき，必

Y　　　要があれば，設計按術渚のはじめの計甕を攣更させてま

　　　　で，㌣の商品完成後の包装輕費を軍要観しでいるのであ，

　　’　　る．　・　・ン
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轍出臓はただ堅牢に，ただ艶にとL・うだけでばそ

の目的に添うものではない．それはできるかぎり最少の一t

費用で，その目的を達することが愛當である．包装する

貨物の便格と均衡を失するほど過大な費用を要する包装

は，主客を顛倒したものである．いたずらに高便な材料

を用い，また加工をし，包装費を過大にすることは妥當

でない。このようにしても包襲の不完全としてクレ，’ム

のi封象となることがある．　　’　　　　，　　　　　　1．

　本年1月25日の貿易包装薪聞はそのよい例を報じで

いる．マニラ向の卓上扇風器38箱に封すQクレ炉ムで

あるが，その包装檬式は扇風器1峯を才積約2沢7吋の，

雀翫蕊脊諜驚灘諜鍵読℃鷹
を墳充して内裟し，この小箱4個をさらに才積約26沢2・

吋の外箱に入れたものであつた・サーペヤe’・’はこれに封

して，「扇風器を1毫あて入れた前記の小箱は，これに木、、

毛を充分に使用さえすれば，鹸出包装として満足であウ

て，輸邊中危瞼のおそれがあるとは考えられない．外箱

は用いずに内装の小箱だけを使用すれば，容積は大いに　’

節約され，同時に取扱い上勢力を減じ，運賃および附樽

、費用を減額できるものと認める」といつた．これなどは

過ぎたるは及ぼざるの例庵ある．

　それならばどの程度の費用をかけ，どの程度に包襲す

・4ことが要當であるか．もしも包襲それ自髄が，かなら

ず眺地鞍全に劃謝るに必要な・堅牢灘なもので：，

あるべきだと解されるならば，どの絶封安全を保謹する　””

に足るだけの費用を包装にかけることが，要求されなげ

ればならない．しかしながら實業界の常識も，國際貿易

上でも，かならずしも嚴格な解羅をしていない．それは・

「普通た堅牢な包装程度」で到漕し・中昧の商品が蔽地∵

において第r級可販購（FirSt・1aSs　Sa！・ble　C・nditi・n）：T

にあればよいのである旗言すれば・帳鏑品砂マ

の損害はあつても，豫期のよ5な希望利釜が達せられる　’；

ならば・融にクv・－A4して買手はそれ腰求しなV｝

ことも考えてよいのである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖　特株條件や特殊曝習をのぞき，長途の國際通商上にお、

L・ては若干の鞭な損鰍劫う勧ミも知れないとい餌

ととを，費手も買手も1獣認して・豫iめ輕微な豫想損害は　IN

鱒の腕ふくめ傭喫継している現るべきであ∴
る．そしてその包装費用が費買慣格の何パーゼソトがげ，1．

るのが愛當であるかは，個々の場合に事いて研究されな

ければならない問題である．

　いま参考まセにi通産省包装雑貨課調査によるRα琴包．

債格に饗する商品別の，包装費の割合をかかげるがパ龍・・

嚇3灘翻妙嘱の表（箏壊）とを鞭す梅、
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網鋼板　　鋸金響瓠　　鐙爾癬，亜

磁隷職ー轡　晶

建材蝶番猶

大人霧製．鍵宜四

便る費購舞0に汎格包
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”i諺嚥辮鋼の鞠紬る崩各地駄鮒る倣撒の潮に
　’．　　懸じて多少の珊減はある．　2．佃髪費はふくまない．

　　　　　　　　・　　　参　　　考　　　　　　e・
　　　　　　　　，　　　■
　　　A　ア）Ca・　yカおよび日本における包裟沼蒙磨

　　　〆アメリカに知いては包装木箱k欄する試験は，・1905年

・　農務省林政局の提唱で，パーデポー大學の實験室で行わ

　　れた．ノこの時は各種材で製作された包装木箱の寸法や型
　一の比較上の張度試験が行われたのである．’その後1910

！　年までは合衆國中の各大學が，相互に協力して試験を行

｝　つていたが，．この年には林政局は，ウイスコンシン朔÷　’

　　ヂソンに林産物試験所を設置し，木製容器はもちるん，
　　全林摩物の調査試験研究の一元化をはかり，．あわせてア

　　著リカの輿林を保存するための，総ての調査研究をも行
　　S、ことを目的としたのである・泓來この研究所は，關係

　済官民團膿と協力して，廣範園にわたる包製の研究を行

“Vrs今日・アメリカにおける最高の包襲試験研究所’tし
ごジて，全甥の通商界に偉大頒献をしてV・る．

　　．世界第一次大職後，封外貿易の獲展とrp行して各方面

　　でも鰭に附襯究が難し，アメ効貿易界賄釜
　尾’なデータを提供したのである溺，ここに特に注昌しなけ

紀㌻難ばな琢糠処ρ慮，荷幾包装の問題がアメ効㊨議會そ
　｝練、夢二鉱げ鋳れた「ζとである．　　　　　　　　　　「
　　　　　“t・　　　，　　　－t　・　　　い・　　一　・　　　．　　　’　　s・

熱懸ζ璽1瓢・ゴ∴，2：’＼．．。．｝、∴

　問題を解決するため外國および國内通商局に封して，！當

　時アメリカ、の輸出業者が實施しでいる船舶包装δ實際に

つ撫鑑欝鱗繍をなつて熱ジ1
　れ・當局談に「正しい包装の重要性は，今日まで多敷の　’
　輪出業幾が飴りにも，過少に評便していた事實がわかつ
　た」とV・つセV・る・嫁た現在アメリカでを炮装問題に關

　し・學校では苞装工學を講議して）・るとがわ嗣わが國

　でも現在見られる，アメリカの貨物包装のようにいうじ

　るしい進歩が認められるのである．　　　　　、．

　　びるがえづ91z’・わ溺國においては明治11年に民間人

　としての遠藤古ZF氏が包髪問題の先畳者として．、包装改

　善に關する建議書を，時の内務郷大久保利通に提出し，

　六正8年には「荷造改良に關する意見」として刊行され
　ているノそれ以來一一部識者の間には，小規模ながら研究

　が行われ・大正13年頃から荷造包装に關する協會力穀
　立され．商工省もこの蓮動を推逡してきたのである溝．

　ウいに満足すぺき目的を達成しないで職争のため申縄レ

　たことは遣憾であつた．　　　　　　　　　　　　　一

　　このような事情下にあつた日本包装業界は，昭和22
　年8月貿易再開を機として，漸次包装問題に關心が亀た

　Pt・民主的業者のm究機關として日本包櫛畠會凝生し，

　浸れが原動力的推進力となつて，通産省に包装行政指當
・の包装雑貨課ヵ機足し，今や包装の経濟的便値の：1Stee性

　については何人電疑うとこるがないである5：
　　B．包襲轟および包装工樫の提唱’

　　このように重要性をigつ包装問題魁何の研究亀なく’
放置さ泌べきでないことはいうまでもな）・．包装を近

欝曹藷離撚1ヒ3蕪離餐素覆葬纏罫ピ・

　包装學の形成を提唱する所以はft實にここに由來するの

　であつて，學としてはらわれる努九こそ，現代わカ｛國包’
　装改善の最重要事であらねばならない．表題に示す包装

　學とは，主として纏濟的立揚から見た包装問題の燈系で

　あり，包装工學とは，主とレでこれを物理的，力學的に

捕えたものであるといえよう．包装の主とする効用な，

　實に後者で夢つて，今そ、の目的のために包髪技髪研究所

　の設立に關する一案を提示して滲考としよう．

　　，　　　包髪技術研究所の研究題目・
　　1・力學的研究　（1）包装形態に關する振動學離研究・
　（2）商品の特性に磨ずる合理的包装形歌の研究

　　2・化學的研究　（1）包装材料の乾漏．P冷照による影

響の研究（2）商晶の特性に慮ずる包装材料の研究
　（3）包装材料の改善と新しい包装材料の慮用の研究　　一

磁綜雛品臓贈將灘獣倉灘装
　（3）包装方法改善の研究，新しい包装機械慮用め研究・・一

（4）・日本嘆情雌じた膿材糧その癒用噺究＠
美粧に關する蘇究　（6）包装規絡の設定に關する硯究

　今日包装の問題は，ようやく部分的硫究から綜合的砺

究へと進歩し，それと同時にその経濟的便値の分野を廣

めbつ声る…私は包髪が科學的に禮系化され襲展するに

　轟竜耀》㍉ますます廼商の獲展莚促遜し，輪繊振興の蓬

上使命を逡することができるものと信じる．．’　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L喉

、・
G－Li∴説＼：∴※∴二劉、’．、：ご∵濫鼠憧、，“t藩

2・1碧㌘，ぐ轡㌧繕讐
　　　　　　∵　　一一　　　一・生産硫ee　・’　、：lt轡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1　　　　　　i

害鷺構議灘撃耀警妻鷺綴∵ノ・
　の包髪という問題は，輩に輸禺商人だけの問題ではなく

なb・科學的包髪が抜荷，破損その他の損障から商晶を：’
救いうる竜のとし，またそれが國力の槍強と結びつく事：　1．1

實を鐙認し・1920年下院の海蓮漁業院内委員會は．この一・　，．：


